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米国産ケリコット肺吸虫のメタセルカリアについて

宮 崎 一 郎

九州大学医学部寄生虫学教室

（昭 和39 年9 月28 日受領）

特　別　掲　載

1955 年，筆者は九州 のイ タチ から見つ けた肺吸虫成虫

－を，日本産 の第4 種 とし て報告 し，種 名には，鳬
り 即 －

．nimus　kellicotti　Ward，　1908　（ケリコット肺吸虫） をあ

て ておいた．しかし，そ の際 “ ただし， ひょっ とする

と，成虫では区別できず，幼 虫で区 別可 能な別種かも知j

れない が，現在の知見では，本種 に同定 しておくのが妥

汕 であろう ” とのべておい た．

その後 ，同様な虫体がイ タチ ばかりで なく，西田・初Jg

　（1960）や石井・浜島（1962）に よってテ ンからもえら

れ， 寺内・岡武・冨 村（1960）に よってイヌ からも証 明され

たが，寺 内らは，卵が米国産 のケリコット肺吸 虫と，や

や 異なることに気 づいた． つい でKamo ，　Nishida，　Ha・

■tsushika　and　Tomimura　（1961）は，山 口県 のサワガニか

ら新 しい メタセルカリアをみっ け，実験的 に得 た成 虫が

’前記 の自然感 染例と全く同じであるこ とを明 らかにし，

これはケリコット肺吸虫とは異なる新種であ るとし て，

しPara即応nus 　miyazαがj　n．　sp．　（宮 崎肺吸虫）と命名し

た． そし て，主 要な根拠をメタセルカリア時代 の差 異にj

おい た． かくして， 筆者が 最初に 付言しておい たこと

が，事実 となっ たわけである．その後，宮崎肺吸 虫のメ

タセル カリアについ ては，加 茂ら（1961，　1962，　1963），

宮崎（1961），小宮 ・冨村（1964），冨村 ら（1964　a，　b）にょ

っ てのべられ，ひきっづ き， くわしい 研究が行なわれつ

つあ る．

ところが，本種 とくわし く比較 すべきケリコ ット肺吸

虫のメタセルカリア につい ては，　Ameel 　（1934）の記 載に

よるほかはなかっ た．　しかし，こ の論 文には，その写真

がない ために，真の姿がみられず，かっ，後 でふれるよ

うに， 計測値に不審 な点 もあっ た．

そこで， 筆者は，これを自分の 目で観 察し たい ものと

ス願っ てい たところ，　1963年9 月，　BrasilのRio　de　Janeiro

で 開 かれた第7 回国際熱帯医学及びマ ラリア会議 に出 席

（75 ）

する機会をえたので，帰途，米国にまわり，　Michigan州

のAnn　Arbor　に立ちよつて，本場の材料を充分にみる

ことができた．と同時に，自分で顕微鏡写真も撮影して

きたので，それをかかげて特徴をのべ，宮崎肺吸虫のメ

タセルカリアとは，著明な差のあることを示したい．な

お，筆者がうつした写真のうちの1 枚は，すでに，冨村

ら（1964　a）の第5 図として発表されていることを付記

する．

材料と観察結果

1963 年10 月9 日， ミシガン大学のProf ．　Henry　vander　Schalie　

とDr ．　C．　T．　Lo にっれられて 近郊 の小川

にでかけ，ザ リガエの1 種O ・haru 夕robusius　Girard，1852

を多数採集す るこ とができた．今回は，心臓 だけ 調

査したのであ るが，肺 吸虫の寄 生濃度は非常に高 く， 体

長 数セ ンチ以上 のザリガニは，まず，全部感染し てい る

と言って よい ．

メタセルカ リア は，主 として心臓 の外面に付着 してい

たが，時には，心組織内 に埋没して寄生してい るものも

みられた．注意して取 りだすと， 写真のよ うに， かなら

ず 外ノウ（O ）と内 ノウ（I ）の2 種のフクロにっっ まれ，

外 ノウの1 ヵ所で心組織 に付着 してい る．2 種の フクロ

の間 は， ほ とん ど密着した ものから，写真の ように離 れ

て， かなりなスキマを もっ だものまで，個体に よって，

さまざまである． とにか く，外 ノウは内ノウから離れや

す く，や ぶれやすい．

形 は，ほ とんどすべて球状で，内 ノウの外 径を圧 を加

えず に計測 した結果 では，　0．395～0．426×0 ．395～0 ．406mm

，平均し て0 ．408×0 ．398　mm　であっ た． フクロの厚

さは，外 ノウ壁が0 ．0026～0．0052（平均0 ．0036）　mm ，

内 ノウ壁 が0 ．0052～0 ．0078　（平 均0 ．0061）　mm で， ど

ち らも非常 にうすい．こ とに， 内 ノウ壁 がうす い こ と
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は，本種 の1 つ の特 徴といっ てよく，写真でも明らか な

ように， 虫体の外皮（C ）よりうすい ものもあった．

幼虫は 体をちぢめ， 最も目立つ排泄 ノウの両側に腸 が

うねり， 口吸盤と，それより大きい腹吸盤 をもってい る

こ となどは，他種肺吸虫 とほ とんど同じであ るから， こ

れらは詳 しく述 べないこ とにす る． 囗吸盤 にはセンシキ

ョクをそなえ，これはフ クロ の外 から，容 易に認められ

ろ．しかし，すべて の個体にあ るわけ ではない ．特 に，

この目的のた めに， メタセルカリアを透化して調べた結

果では，18 個体中4 個 体に は，どうしても認めるこ とが

できなかっ た．紅 色の顆粒は，本 種にも普通に認められ

た が，そ の程度は， さまざまで， ほ とん ど見えないも の

か ら，非常 に多 くて， 体全体が淡紅色に見え るも のまで

あっ た．

ろ　 ん　ぎ

筆者の観察結果はAmeel 　（1934 ） の記載 と， ほとんど

全 く一 致するが，ただ1 つ，問題に なるのは内ノウ壁 の

厚 さである．同氏 の論文 の298 頁に，“The　cyst　wall1s　thick

，　being　about　0．056～0．067　mm　in　section尸 ’と

あり，これは筆者 の 計測 値の10 倍にあたる． もし も，

これ が事実 だとす れば，筆 者のものは明らかに別種 とす

べきである が，彼 の画い たFig ．　21に よれ ば，決し て，

そ んなに 厚い とは 思われない ． 一方， 筆者 自身 には実

験的 に 成 虫を 得 る 時間的余裕がなかっ た が， 幸 にも，Parke

，　Davis　＆　Co．のDr ．　J．　A．　Waitz が同じ場所 の

ザリガユを材料にして，肺吸虫治療 剤の研 究をしてい た

ので，同氏 がネズ ミか ら実験的 に得 た成虫を多 数もら う

こ とができた．そして，そ れらはすべて，ケリコット肺

吸虫に一致した．そこで考 えられるのは，ミスプリ ント

のた めに，0 が1 つ落 ちたのではないか， とい うこ とで

ある．これ を確か めるべく，　Dr．　D．　J．　Ameel に問い合

せ たところ ，「もう30 年前のことなので，当時 の記録 も

なくし，照 合す ること は で き ない が，2 人 のみ だもの

は，同 種類 であ ると確信する．」とい う返事であっ た．こ

れ らのことから考えて，筆者が観察したも のは， ケリコ

ット 肺 吸虫のメタセルカリア と し て 間違い ない であ ろ

う．

そこで，問題の宮崎肺吸虫 と比較して みると， その差

は著明である．即ち，冨村ら（1964　b）の宮崎肺吸虫につ

いての平均値を引用すれ ば， 外 ノウ壁は0 ．04835　mm，

内 ノウ壁は0 ．022　mm，内 ノウの外径は0 ．479×0 ．475mm

で， ケリコット 肺吸 虫より 大きく， フ クロは 内外 とも

に， かなり厚い．（ただし，外 ノウの 定義 が 両 種によっ

て， かならず しも一致してい ない が，こ の点 は別の機会

に ゆずりたい．）以上の計測上 のちがい ばかりでなく，宮

崎 肺吸虫の体には紅色の顆粒 が存在せず ，体全 体が黄色

をおびているので，ケ リコット肺吸虫とは容 易に区別す

るこ とができる．また後 者では，センシキョクがあ りさ

えすれば， フ クロの 外 から 明らかに 認 められる のに反

し，宮崎肺吸虫 では，こ れをもっ た個体が少ないばか り

でなく，た とえあっ ても，はるかに認めにくい ．事実 ，

体 を透化 させた幼虫で，くわしく観察した結果 では，28

個 体中， こ れを 見だのは3 個体 だけで， のこ り25 個体

には認 められなかっ た．

か くし て，ケリコ ット肺吸 虫は宮崎肺吸 虫と容 易に区

別 できることを知 りえたのであ るが，一方，既知 メタセ

ルカリアの中で，最も混同されやすい のは，鳬・・igommus7

むester　mat・i　（Kerbert，　1878）　（ウェステルマン肺吸虫）で

ある．横川（1955）は両者 を自分の目でみた経験から，形

態的には，ケ リコ ット肺吸 虫のメタセルカリアは， ウェ

ステル マン肺吸虫 のそれと区 別がっ かない ， との べてい

る．筆者 の 経 験からも 大体同様 であっ て， 外 ノウの状

況，内 ノウの大きさ，幼虫体の紅色顆粒な どでは ，両者

を区別 できない が，ただ1 つ異なるのは内 ノウ壁 の厚さ

である．もちろん変異はあるが，成熟し たものをくらべ

ると，ウェステルマ ン肺吸虫 の方 が，平均し て3 倍位厚V

．ヽ　この差は両種を区別す る有力 な手 がかりになる．

ま　 と　め

1963 年10 月，米国Michigan 州 のAnn　Arbor　 で，

ザ リガエの1 種Ca 。，みarus　j・obustusに寄生していた ケ

リコット 肺吸 虫のメタセルカリアを多数観察した結果 ，

宮崎肺吸 虫との間に，著 明な形態的差異 のあるこ とを知

りえ た． また， 最も 似てい るウェ ステル マン 肺吸 虫と

は，内 ノウ壁 の厚さに，かな りの差 があ ることを確認 す

るこ とができた．

（7 い

Ann　Arbor　での研究に多大の便宜を与えられたミシ

ガン大学のProf．　Henry　van　der　Schalie　とDr ．　C．　T．Lo

およびParke，　Davis　＆　Co．のDr ．　P．　E．　Thomp－son

とDr ．　J．　A．　Waitz，ならびに，経済的援助を与え

られたChina　Medical　Board　of　New　York，　Inc．とザ

リガユを同定していただいた九大農学部の三宅貞祥教授

に感謝する．
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NOTES 　ON　THE　METACERCARIA　OF　PARAGONIMUSKELLICOTTI

　WARD，　1908　1N　NORTH　AMERにA

（TREMATODA　：　TRoGLoTREMATIDAE）

ICHIRO　MIYAZAKI

（．Depa・フment げParasitology ，　Ft：xaXり げA を必冫＆・e，　Kyi・jゐ・xび ’iwr5・゚ ty，　F・ikuoka）

For　taxonomy　of　the　genus　Parag。が。ilts　the　eχact　investigation　of　metacercariae　is　verysignificant　In　October　of　1963

，　by　the　courtesy　of　Prof．　Henry　van　der　Schalie　of　Universityof　Michigan　the　author　had　an　opportunity　to　investigate　a　lot　of　living　metacercariae　of

R

＆Z／かotti　collected　from　a　kind　of　crayfish　Cα。沾α，一心 ，－砧ustus　Girard，　1852　captured　m　thevicinity　of　Ann　Arbor

．　As　shown　in　the　figures，　the　metacercariae　are　spherical　in　shape　andprovided　with　the　outer　cyst　

（0 ）　and　the　inner　cyst　（I ）．　The　outer　cyst，　connecting　with　thehost　tissue　at　one　point

，　is　thin　and　fragil，　the　cyst　wall　measuring　0．0026－0．0052　（av．，　0．0036）

mm ．

The　wall　of　the　inner　cyst　which　is　elastic　and　stronger　than　the　former　measures

0 。0052－0．0078　（av．，　0．0061）　mm　in　thickness ．　The　diameter　of　the　inner　cyst　measures　0 ．395－0

．426　by　0．395－0．406　mm ，　averaging　0．408　by　0．398　mm ，　when　free　from　pressure．　Most　ofthe　larvae　usually　contain

pinkish　globu 】es　in　their　body．　Finally ，　the　results　of　the　author ’sinvestigation

agreed　with　the　description　of　Ameel　（1934 ），　except　that　he　reported　the　thicknessof　the　inner　cyst　wall　

“　0．056－0．067　mm　”．　The　author　is ，　however ，　inclined　to　think　thisdisagreement　of　the　thickness

　of　the　cyst　wall　is　due　to　misprint　of　Ameel’s　paper。

The　adult　of　R　miyazakii　Kamo ，　Nishida，　Hatsushika　et　Tomimura ，　1961　1s　so　similarin　morphology　that　it

was　previously　c6 ㎡used　with　 ？。kellicotti，　but　the　metacercaria　of　theformer　is　easily　distinguished　from　that　of　the　latter　in　the

following　respects　：　Both　the　outerand　the　inner　cyst　wall　are　much

thicker　and　the　diameter　of　the　inner　cyst　is　larger　than

P ．　kellicotti．　The　larval　body　seems　yellowish　in　color　and　has　no 　pinkish　globules　which　areusually

　recognized　in　that　of　E　＆μたりxxj。

0n　the　other　hand ，　the　metacercariae　of　沢　・west・r。zα。i　（Kerbert ，　1878 ）　and　those 　ofP

．　kellicotti　resemble　each　other　almost　in　every　respect，　but　they　are　distinguishable　by　thethickness　of　the　inner

　cyst　wall　：　That　of　？。　■wester・mani 　is　about　three　times　as　thick　as　thatof　

？。　kellic・JXだ　Ultimately ，　the　metacercaria　of　？　 ＆Z＆ヽ
θμj　IS　easily　differentiated　from　thatof　four　species　of　Paragoni

。ins
　in　Japan　－　『　 ノ冫liyazakii，　P．　nむesternu

。祗 ？。。hirai　Miyazaki ，1939

and 　P．　iloktぶuenens心Chen ，　1940 ．
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